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文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
の
「
古
代
東
ア
ジ
ア
世

界
史
と
留
学
生
」
の
１０
年
度

公
開
講
座
「
遣
唐
使
外
交
の

終
焉
と
東
ア
ジ
ア
・
日
本
」

（
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研

究
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
７
月

１０
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
２
０
０
人
が
２
氏
の

講
演
を
聴
講
し
た
∥
写
真
。

荒
木
敏
夫
同
研
究
セ
ン
タ

ー
代
表
（
文
学
部
教
授
）
の

趣
旨
説
明
の
あ
と
、
本
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

修
了
（
平
１９
）
の
皆
川
雅
樹

専
修
大
学
附
属
高
校
教
諭
が

「
モ
ノ
か
ら
見
た
遣
唐
使
以

後
の
東
ア
ジ
ア
の
交
流
」
と

題
し
、
遣
唐
使
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
モ
ノ
（
工
芸
品

∥
奈
良
・
東
大
寺
の
正
倉
院

に
あ
る
宝
物
、
書
籍
な
ど
形

の
あ
る
も
の
）
と
、
遣
唐
使

派
遣
が
終
わ
っ
た
後
に
は
書

籍
な
ど
の
モ
ノ
が
ど
の
よ
う

に
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ

た
の
か
を
解
説
し
た
ほ
か
、

唐
か
ら
の
羊
の
贈
答
に
つ
い

て
も
着
目
し
、
そ
の
政
治
的

意
義
は
今
後
の
研
究
対
象
に

な
り
う
る
と
話
し
た
。

続
い
て
佐
藤
宗
諄
奈
良
女

子
大
学
名
誉
教
授
が
「
大
陸

文
化
の
『
日
本
化
』
と
国
際

交
流
―
白
詩
と
道
真
―
」
と

題
し
、
遣
唐
使
ら
か
ら
伝
え

ら
れ
た
大
陸
文
化
が
遣
唐
使

以
後
ど
の
よ
う
に
日
本
化
し

て
い
っ
た
の
か
、
平
安
時
代

に
伝
え
ら
れ
た
「
白
氏
文

集
」
や
菅
原
道
真
の
漢
詩
を

題
材
に
し
て
講
演
し
た
。

質
疑
応
答
で
皆
川
教
諭
へ

「
な
ぜ
羊
に
こ
だ
わ
る
の
か

？
」
と
い
う
質
問
に
「
群
れ

を
成
す
習
性
を
持
つ
羊
を
数

頭
程
度
献
上
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
か
、
使
い
道
も
含

め
、
な
ぞ
が
多
い
。
過
去
の

資
料
や
文
献
か
ら
羊
の
位
置

づ
け
を
た
ど
る
の
も
お
も
し

ろ
い
」、
ま
た
、「
中
国
か
ら

漢
詩
が
伝
わ
っ
て
き
た
当

時
、
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に

読
ん
で
い
た
の
か
？
」
と
の

質
問
に
佐
藤
名
誉
教
授
は

「
お
そ
ら
く
中
国
音
で
読
ん

で
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と

答
え
る
な
ど
、
聴
講
者
の
探

究
心
が
う
か
が
え
た
。

文
学
部
（
矢
野
建
一
学
部
長
）
が
２
０
０
６
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

高
校
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
７
月
２９
、
３０
の
両
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
日
本
史
・
世
界
史
・
倫
理
・
地
理
・

英
語
・
国
語
の
各
科
目
に
約
２
０
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
図
書
館
で

展
示
中
の
「
光
源
氏
転
生

源
氏
物
語
千
年
紀
プ
ラ
ス
」
の
見
学
も
行

わ
れ
た
。

大
学
院
商
学
研
究
科
（
上
田
和
勇

研
究
科
長
）
と
東
京
信
用
保
証
協
会

に
よ
る
第
６
回
共
同
公
開
講
座
「
中

小
企
業
の
価
値
創
造
」が
７
月
３１
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
中
小

企
業
経
営
者
や
後
継
者
、
学
生
な
ど

約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
∥
写
真
。

講
演
で
は
、
ま
ず
高
橋
義
仁
商
学

部
准
教
授
が
「
強
い
中
小
企
業
の
分

析
～
競
争
力
の
決
め
手
は
何
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
独
自
の
価
値
創
造
を
果

た
し
収
益
を
上
げ
て
い
る
三
つ
の
中

小
企
業
の
事
例
を
紹
介
。
競
争
力
獲

得
の
視
点
か
ら
基
本
戦
略
や
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
と
の
関
連
を
検
証
し
、

強
い
中
小
企
業
の
分
析
を
行

っ
た
。

続
い
て
公
認
会
計
士
・
税

理
士
の
田
中
幸
長
氏
が
「
中

小
企
業
の
技
術
開
発
戦
略
～

技
術
開
発
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

現
場
か
ら
」
と
題
し
講
演
。

「
日
本
の
大
企
業
が
技
術
で

勝
っ
て
も
事
業
で
負
け
て
き

た
の
は
な
ぜ
か
？
」
と
問
題

提
起
し
、
製
品
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
論
を
軸
に
、
負
け
な
い
中
小
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
技
術
開
発
戦
略

を
探
っ
た
。

上
田
研
究
科
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
高
橋
准
教
授
、
田
中

氏
に
加
え
、
伊
藤
和
憲
商
学
部
教

授
、
日
本
生
命
相
互
会
社
・
首
都
圏

代
理
店
第
３
部
埼
玉
代
理
店
営
業
第

２
部
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
鈴
木
秀
章
氏
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な

り
、
「
強
い
中
小
企
業
の
価
値
」
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
も
多
く
の
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
た
。

自
然
科
学
研
究
所
（
所
長

・
近
藤
正
明
商
学
部
教
授
）

主
催
の
公
開
講
演
会
が
７
月

１０
日
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
∥
写
真
。
１３
回

目
と
な
っ
た
今
回
は
「
太
陽

・
太
陽
系
の
最
新
像
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
２
講
演
が
行
わ

れ
た
。

ま
ず
、
本
学
法

学
部
非
常
勤
講
師

・
国
立
天
文
台
名

誉
教
授
の
木
下
宙

氏
が
「
太
陽
系
の

さ
い
は
て
」
と
題

し
て
、
歴
史
的
な

太
陽
系
像
か
ら
、

最
新
の
太
陽
系
に

つ
い
て
、
話
題
の

「
は
や
ぶ
さ
」
な

ど
に
も
触
れ
つ

つ
、
研
究
結
果
を
紹
介
し

た
。
次
い
で
、
国
立
天
文
台

名
誉
教
授
の
日
江
井
榮
二
郎

氏
が
「
太
陽
は
２３
歳
⁉
」
と

題
し
て
、
太
陽
の
基
本
的
な

様
子
か
ら
最
新
の
研
究
成
果

を
紹
介
し
た
。特
に
、昨
年
、

日
本
近
海
で
観
測
さ
れ
た
皆

既
日
食
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

映
像
に
は
参
加
者
一
同
、
改

め
て
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
参

加
者
は
、
教
職
員
、
学
生
、

一
般
な
ど
学
内
外
か
ら
１
０

０
人
を
超
え
、
今
後
も
最
新

の
研
究
成
果
の
発
信
を
積
極

的
に
行
っ
て
ほ
し
い
、
連
続

の
講
座
と
し
て
開
講
し
て
ほ

し
い
、
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

（
自
然
科
学
研
究
所
）

文
学
部
英
語
英
米
文
学
科

の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
高
校
生

の
た
め
の
英
語
学
習
法
」
が

７
月
１０
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
、
８７
人
が
英
語

の
楽
し
さ
を
学
ん
だ
。

三
浦
弘
教
授
は
「
コ
メ
デ

ィ
ド
ラ
マ
でＥ

Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ

Ｈ

―
通
訳
訓
練
法
を
初
心

者
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
―
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
授
業
。

日
本
語
字
幕
付
き
の
コ
メ

デ
ィ
ド
ラ
マ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

て
話
の
内
容
を
理
解
。
テ
キ

ス
ト
や
字
幕
を
見
ず
に
、
耳

で
聞
い
た
せ
り
ふ
を
ま
ね
る

発
音
練
習
�
シ
ャ
ド
ー
イ
ン

グ
�
を
し
た
あ
と
、
２
人
１

組
に
な
っ
て
ス
ク
リ
プ
ト

（
台
本
）
を
見
な
が
ら
逐
次

通
訳
の
練
習
を
行
っ
た
。

三
浦
教
授
は
「
コ
メ
デ
ィ

ド
ラ
マ
は
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
強
調
さ
れ
分
か
り
や

す
い
の
で
、
学
習
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

フ
リ
ッ
ク
マ
ン
ジ
ェ
フ

リ
ー
Ｃ
・
准
教
授
の
授
業
は
、

「I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

G
a
p

A
c
t
i
v
i
t
i
e
s


英
語
習

得
へ
の
道
」。２
人
１
組
で
質

問
し
合
い
な
が
ら
空
欄
に
な

っ
て
い
る
情
報
を
埋
め
て
い

く
学
習
法
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
」を
用
い

て
、
人
物
の
似
顔
絵
を
作
成

し
た
。
平
易
な
英
語
で
分
か

り
や
す
く
、
時
に
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
説
明
に
、
高
校
生

た
ち
は
楽
し
そ
う
に
講
義
に

参
加
し
て
い
た
。

同
准
教
授
は
「
使
え
る
英

語
を
『
自
分
の
も
の
に
す

る
』
に
は
、
間
違
い
を
恐
れ

ず
に
会
話
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
会
話
力
ア
ッ
プ
の
コ

ツ
を
語
っ
た
。

西
村

弘
氏（
に
し
む
ら
・

ひ
ろ
し
）
経
済
学
部
准
教
授

７
月
１８
日
、
６３
歳
で
死

去
。
告
別
式
は
同
２２
日
、
町

田
市
の
コ
ム
ウ
ェ
ル
ホ
ー
ル

町
田
駅
前
会
堂
け
や
き
で
執

り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
妻
啓

子
さ
ん
。

専
修
大
学
北
海
道
短
大
経

済
科
講
師
、
助
教
授
を
経
て

１
９
８
６
年
、
本
学
経
済
学

部
講
師
、
８８
年
助
教
授
。
主

な
担
当
科
目
は
資
本
主
義
の

原
理
ほ
か
。

０７
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
際

安
全
保
障
論
Ⅰ
―
転
換
す
る
パ

ラ
ダ
イ
ム
―
』
と
対
を
な
す
１

冊
。
「
国
際
安
全
保
障
」
の
理

論
的
な
側
面
を
中
心
に
、
安
全

保
障
問
題
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
接

近
方
法
を
示
し
た
前
作
に
対

し
、
本
書
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
に
焦
点
を
絞
り
、
特
に
「
戦

略
文
化
論
」
の
観
点
か
ら
「
問

題
の
所
在
」を
抽
出
し
て
い
る
。

「
『
安
全
保
障
』
は
、
端
的

に
言
え
ば
、
自
ら
の
『
命
』
の

問
題
で
あ
る
。
今
を
生
き
る
一

人
ひ
と
り
が
、
地
球
的
規
模
で

の
世
界
的
恒
久
的
発
展
と
無
縁

で
は
な
い
、
と
気
づ
く
こ
と
が

『
安
全
保
障
』
を
学
ぶ
第
一
義

で
あ
る
」
と
著
者
は
述
べ
て
い

る
。
（
内
外
出
版
・
本
体
２
２

０
０
円
＋
税
）

著
者
（
さ
じ
ま
・
な
お
こ
）

∥
経
済
学
部
教
授
。
主
な
担
当

は
安
全
保
障
論
。
（
ま
る
も
・

ゆ
う
い
ち
）
∥
法
学
部
非
常
勤

講
師
。
主
な
担
当
は
教
養
特
殊

講
義
。

相
撲
の
研
究
を
趣
味
と
し
、

教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
「
相
撲
文

化
」
を
教
え
る
著
者
が
、
こ
れ

ま
で
に
発
表
し
て
き
た
も
の
の

な
か
か
ら
、
「
相
撲
行
司
」
に

か
か
わ
る
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
加
筆
修
正
し
た
。

相
撲
の
世
界
で
は
も
ち
ろ
ん

力
士
が
花
形
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き

た
が
、
い
わ
ば
「
脇
役
」
の
「
行

司
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
そ
れ

ほ
ど
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
資

料
や
文
献
が
非
常
に
少
な
い
た

め
で
あ
る
。

本
書
で
は
９
つ
の
話
題
を
取

り
あ
げ
て
お
り
、
第
３
章
「
行

司
と
草
履
」
、
第
６
章
「
行
司

の
帯
刀
」
、
第
７
章
「
帯
刀
は

切
腹
覚
悟
の
シ
ン
ボ
ル
で
は
な

い
」
な
ど
興
味
深
い
タ
イ
ト
ル

が
並
ぶ
。

読
め
ば
「
相
撲
」
を
観
戦
す

る
「
視
点
」
が
変
わ
る
か
も
し

れ
な
い
。
（
専
修
大
学
出
版
局

・
本
体
３
６
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
ね
ま
・
ひ
ろ
み
）
∥

経
営
学
部
教
授
。
主
な
担
当
は

英
語
読
解
ほ
か
。

本
書
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
東
部
に
あ
る
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
市
の
創
立
精
神
と
関

係
づ
け
て
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
物
語
を
描
く

こ
と
に
あ
る
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
市
の
創
立
理
念
は
、
友
愛

と
平
和
主
義
で
あ
る
。
自
由
で

寛
容
な
精
神
の
キ
リ
ス
ト
教
の

一
派
、
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
に
よ
っ
て
こ

の
町
は
作
ら
れ
た
。

西
海
岸
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
日
米
大
戦

後
、
収
容
所
に
入
所
さ
せ
ら
れ

た
。
そ
の
日
系
人
を
助
け
た
の

も
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
、収
容
所
解
放
後
、

ア
メ
リ
カ
東
部
シ
ー
ブ
ル
ッ
ク

の
農
産
物
工
場
で
働
き
、
そ
の

後
、
日
系
人
に
好
意
的
な
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
移
住
し
、
そ

こ
で
、
日
系
人
教
会
を
形
成
す

る
に
至
っ
た
。
こ
の
軌
跡
を
調

査
に
よ
り
裏
付
け
て
い
る
。（
専

修
大
学
出
版
局
・
本
体
２
４
０

０
円
＋
税
）

著
者
（
か
わ
か
み
・
し
ゅ
う

ぞ
う
）
∥
人
間
科
学
部
教
授
。

主
な
担
当
は
比
較
社
会
論
。

「「
太太
陽陽
・・
太太
陽陽
系系
のの
最最
新新
像像
」」テテ
ーー
ママ
にに
２２
講講
演演

「遣唐使外交の終焉と
東アジア・日本」

叢
書

日
本
の
安
全
保
障

第
４
巻

国
際
安
全
保
障
論
Ⅱ

自
然
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会

―
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の「
戦
略
文
化
」―

佐
島
直
子
・
丸
茂
雄
一
著

大
相
撲
行
司
の

伝
統

と

変

化

大学院商学研究科・東京信用保証協会の共同公開講座

▲ 「光明皇后論―その実

像と虚像―」

（荒木敏夫教授）

▲ 「北欧から学ぶ―ヨー

ロッパにおける環境保

全と地域振興の共存

―」（松尾容孝教授）

▲ 「読書の社会的位置―

浮世絵に見る読書図の

変遷」（板坂則子教授）

「中小企業の価値創造」

◀

三
浦
教
授

根
間

弘
海
著

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の

宗
教
と
そ
の
社
会

▲ あいさつする
矢野学部長

日
系
ア
メ
リ
カ
人
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
物
語
を
中
心
に
し
て

楽
し
い
英
語
学
ん
だ

▲ 「『日本的な』仏教につ

いて」（出岡宏准教授）

▲ 「教室指導へのまなざ

し」（田邉祐司教授）

▲ 「ガンディーはファシ

ズムにいかに対抗した

か」（田中正敬教授）

川
上

周
三
著

▶

フ
リ
ッ
ク
マ
ン
准
教
授
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